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令和元年８月定例教育委員会会議録

１．開会及び閉会に関する事項

（１）日 時 令和元年８月６日（火曜日）

開 会 １６時００分

閉 会 １６時５０分

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室

２．出席者及び欠席委員の氏名

（１）出席者

教育長 山本栄司

教育長職務代理者 山内健

委 員 澁谷昌樹 委 員 中村敬子

委 員 中野昭子

３．会議に出席した者の氏名

（１）事務局

教 育 部 長 安永由美子

教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 川原国章

学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子

家 庭 支 援 係 長 松﨑 祐一、文化・スポーツ推進課長 古賀 淳

（２）書 記

教育総務課長 熊井康之

４．会議式次第

○山本教育長
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皆さん、こんにちは。本日は、台風の中にもかかわらず御出席いただきま

してまことにありがとうございます。

本日は、市内の全小中学校が出校日となっておりましたが、この台風で中

止いたしておりますことを、教育委員の皆様に御報告させていただきます。

それでは、定例の８月教育委員会を開催させていただきたいと思います。

まず、７月からの教育委員会の行事報告をさせていただきます。

まず、９日、臨時校長会議を市役所で開かせていただきました。

私の教育長就任に当たっての挨拶ということで、全市内の小中学校の校長

を集めて実施いたしました。

同日、７月定例教育委員会、１０日、管内教育長会議が北九州教育事務所

のほうで実施されました。

説明等がさまざまございましたが、その中で本年度の教員採用試験の募集

状況についても報告がありました。

昨年度に対しまして、今年度の小学校の受験倍率は１．４倍ということで

聞いております。

昨年が１．３倍ですから、コンマ１、倍率としては上がったところです。

ここのところずっと落ちてきていましたので、上がったとはいえ、まだ

停

滞状態だろうと思っております。

中学校のほうは、昨年度４．６から今年度は４．５に減っているという

状況です。

養護教諭については、比較的倍率は高い水準が続いておりまして、昨年

度８．５でしたが、今年度は９．２となっているとの報告がありました。

福岡市の中学校は４．４倍、北九州市は２．８倍ということなので、安

易に北九州市にいかれると困る面も出てきている状況でございます。

同日、市民文化祭実行委員会が開催されましたが、今年度の委員７名の

委員委嘱を、教育委員会が行ったところでございます。

１１日、市教育委員会の学校訪問、下境小学校のほうにまいりました。

下境小学校は、委員みなさんからもなかなかいい言葉をいただいたように、

かなり頑張ってくれているなと感じたところでございます。

１６日から１８日の木曜日にかけまして、全小中学校の校長に対する教育

長面談を実施いたしました。

学校教育課の川原課長同席の上、事前に各校長が作成した教育活動評価表

を確認し、さらなる努力を促したところでございます。

１６日には、直方市人権教育推進会議を実施し、２０１８年度の取組み総

括と１９年度の推進計画などについて議論いたしました。
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２９日、男女共同参画推進本部会議、本年度の推進体制についてという中

身でしたが、順調に取組みは進んでいるところでございます。

８月に入りまして、１日、２日と大分市で九州地区市町村教育委員会研修

大会が実施され、私と澁谷委員二人で参加させていただきました。

文部科学省初等中等教育局の桐生企画官より、地域とともにある学校とい

うお話がございまして、その後、大分県の中の鷹鳥屋神社の宮司、矢野大和

さんからの地域の教育力という講話を聞いてまいったところでございます。

５日、直鞍地区人権教育夏期講座が実施されまして、この中では「みえ人

権教育・啓発研究会」代表の松村智広さんから、「へこたれへん」というタ

イトルの講話があったところでございます。

本日６日、８月の定例教育委員会というところでございます。

予定について御案内しておきますと、あす７日、直方市人権教育実践交流

会がユメニティのおがたの大ホールでございます。

２１日、学校保健会総会が中央公民館で行われる予定で、私が挨拶をする

ようになっております。

２２日から２３日までの２日間、福岡県市町村教育委員会連絡協議会がロ

イヤルホテル宗像で実施されるため、私が参加してまいります。

全体講演では、東北大の堀田教授からプログラミング教育についての話が

ある予定で、その後は分科会となっております。

２３日は、教育研究所の２年次研究員研究発表会、管理職研修会が実施さ

れることになっております。

２５日、直方市ＰＴＡ連合会スポーツ大会が直方市体育館のほうで実施さ

れます。市長、副市長の参加については確認中です。

私のほうからの報告は以上でございますが、御質問がございましたらお願

いいたします。

それでは、議案のほうに移らせていただきます。

議案第２４号、令和２年度使用小学校教科用図書の選定についてでござい

ますが、これは後に回させていただきます。

議案第２５号、直方市文化財等に関する有識者委員会委員の委嘱について、

文化・スポーツ推進課からお願いします。

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳）

文化・スポーツ推進課長の古賀でございます。よろしくお願いいたします。

お手元に記載しております６名の方を、令和元年度、直方市文化財等に

関

する有識者委員会の委員として選任したく、議案として提出させていただい
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ております。

３月の教育委員会で議決をいただきました直方市文化財等に関する有識者

委員会規則というのに基づきまして、筑豊炭田遺跡群、旧筑豊石炭鉱業組合

直方会議所及び救護練習所模擬坑道と、多賀神社の横にあります石炭記念館

の保存活用計画策定のために、委員を委嘱いたすものでございます。

上から、河野氏、岡田氏、北澤氏はそれぞれ記載のとおり大学の先生をさ

れております。

この筑豊炭田遺跡群の指定が直方市、飯塚市、田川市と３市指定をされま

したが、飯塚市はﾌﾙｶﾜ工業所との土地の売買がまだ整っておりませんので、

直方市と田川市が先行して保存活用計画を策定することになっております。

そこで、県の文化財保護課と協議いたしまして、河野雅也氏が都市計画ま

ちづくり関係、岡田昌彰氏が景観、それから鉄道の歴史、北澤満氏が日本の

産業史を専門としていることから、田川市の委員も兼ねていただいておりま

す。

そのほかに直方市からの選出といたしまして、地域で活動していただいて

いる方３人考えております。

石炭記念館の館長であります八尋孝司氏、「ちょっくらじお」という古町

商店街の中でローカルラジオ局を開設し、活躍していただいています岩尾一

豊氏、それから直方市観光協会の理事で、市内でジェラート屋さんを開店し

ていただいております野崎幸子氏、以上の６名を選任いたしたく提案するも

のでございます。よろしくお願いいたします。

○山本教育長

今、６名の委員さんの委嘱ということでお話がございましたが、何か御意

見ございましたら。どうぞ。

○山内委員

委員についての意見はありませんが、議案として提出するならば鑑が必要

ではないでしょうか。

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳）

おっしゃるとおりでございます。

○山本教育長

議案としての体裁を整える必要があります。改めてさせていただきたいと

思いますが、中身に関しましてはよろしいでしょうか。
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≪了承≫

○山本教育長

可決したということで、続きまして、第２６号直方市小学校就学前子ども

のための教育・保育の実施に関する条例施行規則の一部改正について、こど

も育成課のほうからお願いいたします。

○こども育成課長（塩田礼子）

第２６号、直方市小学校就学前子どものための教育・保育の実施に関する

条例施行規則の一部を改正する教育委員会規則について、別紙のとおり提案

させていただきます。

提案理由といたしましては、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１項

第２号の規定により提案するものであります。

本案は、直方市小学校就学前子どものための教育・保育の実施に関する条

例施行規則の一部の改正をお願いするものでございます。

本条例施行規則は、幼稚園や保育所などの保護者負担額などについて定め

たものでございます。

改正の趣旨といたしましては、消費税引上げに伴う財源を活用して子育て

家庭の経済的負担の軽減を図るための幼児教育・保育の無償化が１０月から

行われることになっており、それに伴う規定の改正を行うものでございます。

具体的には、子ども・子育て支援法施行令が一部改正されまして、支給認

定という言葉を、内容は全く同じですが教育・保育給付認定に改める用語の

整理、それから満３歳児以上教育・保育給付認定子どもに係る教育・保育給

付認定保護者及び満３歳未満保育認定子どもに係る教育・保育給付認定保護

者といった言葉の整備を行うものでございます。

それでは、新旧対照表１ページ目をごらんください。左側が新で右側が旧

でございます。

第２条第４項におきまして、支給認定保護者を教育・保育給付認定保護者

としております。

また、２ページ目になります第４条、それから第５条、第９条、第１１条

においても同様の改正をしております。

戻りまして、１ページの第３条におきまして、教育標準時間認定を受けた

子どもの保育料と書かれておりますけれども、これは幼稚園と認定こども園

を利用する３歳から５歳児クラスの保育料について定めておりまして、ここ

が今まで所得階層に応じた保育料がかかっていたところですが、これを０円

ということで改正させていただいております。
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新旧対照表の２ページ目の第４条におきましては、保育所についても同様

に３歳から５歳までは無償化にされますが、０・１・２歳についての規定が

必要になります。

３歳未満と３歳以上児ということで表に分けて、それぞれ所得階層ごとに

保育料を規定しておりましたが、３歳以上児につきましては０円になりまし

たので、これを第２項にて０円と規定しています。

表では３歳児未満の保育料のみを規定しておりますが、無償化の中で第２

階層の市民税非課税世帯につきましても０円になりましたので、あわせて０

円と改正いたしております。

それ以外の階層区分や金額についての改正はございません。

最後のページに、附則といたしまして、この規則につきましては令和元年

１０月１日から施行するということで規定しております。

以上、議案第２６号について御説明いたしました。よろしくお願いいたし

ます。

○山本教育長

質問がございましたら。よろしいですか。

それでは、議案第２６号につきまして御賛成であれば挙手でお願いします。

（挙手）

○山本教育長

可決されました。続きまして、議案第２７号に移ります。

直方市保育の必要性の認定基準及び保育所利用に関する事務取扱要綱の一

部改正について、こども育成課から説明をお願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

議案第２７号、直方市保育の必要性の認定基準及び保育所利用に関する事

務取扱要綱の一部を改正する教育委員会告示について別紙のとおり提案する。

提案理由といたしましては、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１項

第２号の規定によるものでございます。着座にて説明させていただきます。

この事務取扱要綱は、幼稚園、保育所の入所の際に必要な認定の手続、そ

れから利用調整についての事務取扱を定めたものでございます。

改正の趣旨につきましては、先ほど議案第２６号で御説明いたしましたと

おり、１０月から始まる幼児教育・保育無償化に向けて、子ども・子育て支

援法が改正されましたので、規定されておりました支給認定を教育・保育給
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付認定に改め、用語の整理をするものでございます。

それでは、新旧対照表をごらんください。

目次の第２章、第３章の見出し、それから本文中第５条、第６条、第７条、

めくりまして第８条、第９条、第１０条、第１２条、第１３条、第１４条、

第１５条中の支給認定の文言を、教育・保育給付認定に改めております。

なお、附則といたしまして、この告示は令和元年１０月１日から施行する

といたしております。

以上、議案第２７号について御説明いたしました。よろしくお願いいたし

ます。

○山本教育長

事務取扱要綱の一部改正についての説明でしたが、質問ございましたらお

願いいたします。よろしいでしょうか。

では、賛成の委員は挙手をお願いいたします。

（挙手）

○山本教育長

可決されました。ありがとうございました。

議案につきましては以上となります。報告事項に移らせていただきます。

直方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する

条例の一部改正について、こども育成課からお願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

直方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する

条例の一部改正について、その下の直方市立保育所条例の一部を改正につい

て、直方市小学校就学前子どものための教育・保育の実施に関する条例の一

部改正について、一括して説明いたしてもよろしいでしょうか。

○山本教育長

では、資料４、５、６に係る分を一括で説明してください。

○こども育成課長（塩田礼子）

この３条例につきましては、９月議会に諮ることを目標としておりまして

改正を加えてまいりますので御報告を申し上げます。

これらの条例は、上位法である特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
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業の運営に関する基準という内閣府令の基準に倣っていくものであり、また、

子ども・子育て支援法の規定による定義を多く引用しております。

改正の理由といたしましては、１０月から始まる幼児教育無償化の取り組

みを受けまして、先ほど来申し上げております規則、要綱の改正と同様に

「支給認定」を「教育・保育給付認定」と改正するものでございます。

また、子ども・子育て支援法の基本理念といたしまして、全ての子どもが

健やかに成長するように、特定教育・保育施設は「良質かつ適切であるこ

と」とありましたが、無償化の導入に当たりまして、子どもの保護者の経済

的負担の軽減に適切に配慮されたものという旨が追加されています。

また、資料４、直方市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

の基準に関する条例につきましては、上位法である特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の運営に関する基準の改正に合わせた文言の整備を行う

ものです。

主な変更内容は、特定地域型保育事業者、０歳から２歳までの子どもを対

象とした小規模な保育と６人から１９人までを対象とした小規模保育の事業

を行う事業者は、何か非常事態が起こった場合に急に閉鎖ということになら

ないよう連携施設を確保する必要があります。

しかし、この連携施設を設置することや他施設に協力を得ることが難しい

という現実がございまして、連携施設確保義務の緩和がなされております。

人が適切に確保され、事業者との役割分担や責任が明確で、協力者の業務

遂行に支障が生じないようにするための措置が講じられているなどの条件が

整えば、施設ではなく連携して協力を行う者でよいとするものです。

次に、食事に要する費用についてです。

保育料の中に含まれていた３歳以上児の給食費のうちの副食費分について

は、無償化に該当せず今後も保護者負担というような形になっております。

ただし、例えば３６０万未満の世帯の子どもの副食費や、多子世帯の副食

費につきましては、公定価格に含まれるため、保護者負担はございません。

多子世帯の子どもの副食費につきましては、第２子分の無償化を継続する

ことになっておりますので、第１子のみ負担していただくことになります。

また、保育所の保育料徴収は市が行っていましたが、副食費は各施設が徴

収するという形にかわっており、そういった改正に対応して条例改正を行っ

ております。以上、報告でございます。

○山本教育長

報告事項の資料４、５、６の分をまとめて報告しましたが、この中身につ

きまして質問がございましたらお願いいたします。
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ないようですので、先に進ませていただきます。

直方市未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金支給事業実施

要綱制定について、こども育成課からお願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

直方市未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金支給事業実施

要綱、新規要綱でございますが、説明させていただきます。

これは、１０月から始まる消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴う

子どもの貧困対策として実施されるもので、６月議会で補正予算をいただい

ていますが、その支給事務を行うに当たっての実施要綱でございます。

給付金の対象者は、児童扶養手当の支給を受ける父または母で、令和元年

１０月３１日の基準日において婚姻をしたことがない方、基準日において事

実上婚姻関係と同様の事情にある者がいない人などに対して支給されること

になっております。

第３条に規定しておりますが、支給額は１万７，５００円。

申請の案内及び受付けは、児童扶養手当の現況届と同時の８月実施のため、

数日後に郵送で手続関係書類を御案内するような形になっております。

１回限りの支給となっており、１１月分の児童扶養手当の支給日と同時に

お支払いをしようと考えております。以上で報告とさせていただきます。

○山本教育長

資料７の内容説明につきまして、質問等ありましたらお願いいたします。

○中野委員

基準日をもう一度お願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

１０月３１日が基準となっており、先に申請をもらっておいて１０月３１

日までの間にも転入出があると思いますが、１０月３１日現在で直方市に住

民票があって、婚姻の届出をされていない、事実婚状態でない方になります。

申請は８月から始まりますけれども、その間に状況が変わった方について

は、再度手続する必要があります。

○中野委員

わかりました。
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○山本教育長

そのほかにありましたらお願いします。よろしいでしょうか。

では、進めさせていただきます。直方市ファミリー・サポート・センター

事業実施要綱の一部改正について、同じくこども育成課からお願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

直方市ファミリー・サポート・センター事業実施要綱の一部を改正につき

まして、説明させていただきます。

今回の改正は、全て様式の変更でございます。

令和が５月からスタートしておりますけれども、この様式に平成が記載さ

れておりまして、その平成を外して空（くう）にした様式に変更する改正を

させていただいております。以上でございます。

○山本教育長

何か質問がございましたらお願いいたします。よろしいですか。

続きまして、直方市病児保育事業補助金交付要綱の一部改正について、こ

ども育成課からお願いします。

○こども育成課長（塩田礼子）

直方市病児保育事業補助金交付要綱の一部を改正する告示について、

新旧対照表にて説明させていただきます。

１ページ目、第９条の補助金の交付時期について、市長は、規則第１６条

第１項ただし書きの規定により、補助金を概算払いにより交付できるものと

する。

２項におきまして、市長は、補助対象事業の完了後、確定した額が既に交

付した額を超えるときは、確定した額に対する不足額を交付し、満たないと

きは、その満たない額の返還を求めなければならないという規定を加えてお

ります。

病児保育の補助金につきましては、年度末にお支払いしておりましたが、

かなり大きな金額になるため、一旦概算払いをして、後で調整するという形

への改正をいたしております。以上です。

○山本教育長

補助金交付要綱の一部改正ということですが、質問がございましたらお願

いします。よろしいでしょうか。

報告事項の最後になります。平成３０年度直方市教育委員会の権限に属す
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る事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価報告に対する意見につ

いて、熊井課長のほうからお願いいたします。

○教育総務課長（熊井康之）

平成３０年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況

についての点検及び評価報告に対する意見について、説明させていただきま

す。資料１０をお願いいたします。

前回の教育委員会において、平成３０年度直方市教育委員会の権限に属す

る事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価報告書の内容について

確認いただきました。

その後、７月３０日の１３時から福岡大学特任教授の梅田先生、そして１

５時から福岡教育大学特任教授の芋生先生から、報告書に対する意見をいた

だいております。

その内容につきましては、先に送付させていただいた資料にて確認いただ

いていると思いますが、これを報告書と合わせて、９月市議会にて報告して

いくという形になります。

ただ、両評価委員より、この評価の内容が次に生かされているのかという

問題提起をされていますので、一つ大事な問題点として今後しっかり改善を

図っていきたいと思います。

また、今後策定に取り掛かる教育大綱、それに基づく教育施策、それに対

しての点検・評価というそのＰＤＣＡサイクルが回せるように、形を整えて

いきたいと考えております。以上、報告させていただきます。

○山本教育長

福教大の芋生先生と福大の梅田先生からいただいた御意見をまとめたもの

でございますが、質問等がございましたらお願いします。

よろしいですかね。以上で報告事項についても終わりということで、その

他に移ります。まず９月行事について、学校教育課からお願いします。

○学校教育課管理主事（大塚泰信）

令和元年度９月行事予定につきまして説明いたします。

２日、全校で始業式となっております。

３日、定例校長会議を１０時から、定例教育委員会は１５時と書いており

ますが、１５時３０分からということで、修正をお願いいたします。

４日、水曜日、保幼小中高連携推進協議会運営委員会を行います。教育長

に参加をお願いしております。

５日、第２回の学力向上検証委員会、１５時からの予定と書いております
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が、これも決定しておりますので、予定を消していただきますようお願いい

たします。

６日、金曜日、子ども音楽祭担当者会、これは１１月に行われます市民文

化祭の企画としての子ども音楽祭の担当者会を行う予定としております。

同日、第２回不祥事防止対策検討委員会ということで、これは年間に４回

予定しておりますが、その第２回目となります。これも予定と入れておりま

すが、決定ということでお願いいたします。

１２日、小中一貫教育推進本部会ということで、各中学校区で行われます

交流研究会の内容と研究の進捗状況についての報告を、ここで確認しており

ます。

１９日、小中一貫教育推進委員会、推進本部会の意見等を受けまして、各

中学校区、推進委員長等に集まっていただいて、その内容についての検討を

行うことを予定しております。

同日、県民体育大会の秋季結団式ということで、これは文化・スポーツ推

進課が主幹事になっています。

２７日、直方第一中学校区小中一貫教育交流研究会、中泉小学校で行う予

定です。時間等につきましては、推進本部会までに上げてくるようにしてお

ります。

その他、市としての事業については記載のとおりです。

学校に関係しましては、記載のとおり９月は行事予定が多いため、御確認

をお願いいたします。

一点、９月１４日の土曜日に、第１回の特別支援教育支援委員会、この会

議は特別支援学級の入級、特別支援学校への進学等に関して専門家の意見聴

取をする会議でます。抜けておりました。申しわけありません。以上です。

○山本教育長

１４日に一つ修正が入っておりますが、９月の行事予定について何かござ

いましたらお願いします。よろしいですかね。

続きまして、教育大綱についての市長・副市長との意見交換会について、

熊井課長、お願いします。

○教育総務課長（熊井康之）

教育大綱についての市長・副市長との意見交換会について、連絡させてい

ただきます。

市政戦略室より、今後、教育大綱を作り直していくにあたり、まず、市長、

副市長、そして教育長、教育委員の皆さんと、意見交換をしたいとの依頼が
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あっております。

意見交換会は、９月３日１５時３０分からの９月定例教育委員会の前、１

４時から庁議室にて開催したいので、ぜひ出席をお願いしますとのことです。

お手元の茶色の封筒には、前回の教育大綱策定に関する資料を入れており

ます。

山本教育長の所信表明、現在の教育大綱、教育行政の組織及び運営に関す

る法律の一部を改正する法律に関する文科省からの通知、２枚目が６ページ

なっていますが、そこの項目で大綱の策定について、総合教育会議について、

その部分を意見交換会までにご一読いただきたいと思います。

また、現在の教育大綱策定に際して、総合教育会議が６回開催されており

ます。

言葉を繰り返しているところは削除しておりますが、６回分の会議録を入

れております。

その他、参考になりそうな資料を入れておりますので、９月３日の意見交

換会までに、お目通しいただきたいと思います。

案内文は、後日、送付いたします。よろしくお願いいたします。

○山本教育長

前回の教育大綱策定にかかわられていた教育委員は、澁谷委員だけとなっ

ています。

資料に出ていますように、一般的に、教育大綱は首長の任期４年を目途に

変えていくもののようでして、その流れからしてもいい時期かと思います。

直方市の教育の根本となる部分ですので、皆さんから御意見をいろいろい

ただければと思っております。

この件について、なにかございますか。

○山内委員

会議は、複数回設定する考えでしょうか。

○教育総務課長（熊井康之）

複数回になるとは思いますけれども、前回の内容を生かしていくのか、一

から作り上げていくかによって、回数が変わってくると思います。

現在、教育大綱という大きな考えはありますが、その下の教育方針につい

てはしっかり議論されていないために、それに続く教育施策との関連性も薄

い状況です。

教育委員会としての具体的な施策を意識しながら再度作り上げていくのか、
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現在の「無限」という教育大綱をもとに基本方針や具体的施策をつくってい

くかによって、回数が変わってくると思っております。

○山本教育長

では続きまして、ブラインドサッカー体験イベント開催につきまして、文

化・スポーツ推進課からお願いします。

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳）

皆様のお手元に黄色のパンフレットをお渡しいたしております。

「耳と心をすませば」ということで、９月２９日、直方市体育館でブライ

ンドサッカーをやっていきます。

主催・共催が直方市スポーツ推進委員協議会、直方市青少年育成市民会議、

それから直方市の教育委員会が主催でわくわくクラブのおがたの共催でござ

います。

オリンピック・パラリンピックが近づいてまいりまして、トップアスリー

ト事業というのをやっております。

昨年度はギラヴァンツ北九州をお呼びして実施したサッカー教室は大盛況

でしたが、今年はギラヴァンツ北九州さんとも相談しながら、パラリンピッ

クで誰でも参加できる適当な競技がないかということで、このブラインドサ

ッカーというのを御紹介いただきました。

ブラインドサッカーといいますのは、５人対５人で行いますが、キーパー

は目の見える方、健常者で、それ以外の４人は全盲の方です。

ボールの中に鈴が入っていて、それを相手ゴールの後ろにいて声を出すコ

ール、その人を目がけてゴールにシュートを打っていくというような競技で

す。

スポ推の委員が１人名見にいったところ、びっくりするぐらいすごかった

ということで、スポーツ推進委員会と青少年育成会議とで協議いたしまして、

招聘することになりました。

既に１日付の市報にて告知しておりますし、市内の小中学校にはこのパン

フレットを送達させていただいております。

それから、市外の小学校に通われている視覚障害の方もおりますので、そ

こまで含めて送達した上で、興味ある方は御自由に参加くださいということ

で募集しております。

既に６名ほど応募が来ておりますが、少年野球チームやバスケットチーム

といったところも興味を示してくれております。

ぜひ、盛大に開催していきたいと思っております。以上です。
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○山本教育長

ブラインドサッカー体験イベントの件で何か質問はございますか。

よろしいでしょうか。それでは、会議録署名委員についてです。

○教育総務課長（熊井康之）

８月の会議録署名は、中野委員にお願いしたいと思います。

○山本教育長

では、中野委員よろしくお願いいたします。

最後に回しておりました「議案第２４号、令和２年度使用小学校教科用図

書の選定について」に移りたいと思います。

○教育総務課長（熊井康之）

それでは、学校教育課以外の事務局職員は退席させていただきます。

（議案第２４号の審議は非公開）

（署名）

直方市教育長

山本 栄司

（署名）

直方市教育委員

中野 昭子


